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分析の結果､ 心臓手術患者の術前におけるコントロール感覚は､ [心臓手術療法に伴う困難な状況の認知]､ [困難な状況
に対する意志]､ [意志による自己の調整]､ [困難な状況を乗り越えることができるという認知] の４つの局面から構成
されていることが明らかになった｡ 患者は､ 心臓手術に伴う困難な状況において､ 生への執着心や回復意欲をもち､ 自
分の気持ちや周囲の状況を意志をはたらかせ､ 整えることによって､ 自らが主体的に手術に臨むことができると捉えて
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